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日本文化の展示:1884年ロンドン衛生
万国博覧会に展示された日本の音楽資料

寺内直子

はじめに

本論は、明治時代における日本音楽の海外発信の事例として、音楽取調掛

が明治 17(1884)年、ロンドン衛生万国博覧会(以下、「ロンドン万博Jと略

称)に出品した音楽資料を取り上げ、その内容と歴史的意義について考察す

る論考である O 従来、明治期の音楽研究は、西洋音楽の日本への導入、受容

に関する視点が中心であり、逆に、日本音楽を西洋に発信する研究は少な

し、 10

19世紀後半から 20世紀前半にかけての約 100年間、欧米では万国博覧会

全盛期を迎えた。万国博覧会とはその名が示す通り、西洋とそれ以外の地域

との交流の拡大を背景に、「万国」すなわち、さまざまな地域の「文明JI技

術JI文化」を、一般の人々に広く「博覧」すなわち展示することを目的と

した催しであるらそこで主に展示されたのは、西洋の文明の象徴である数々

の近代技術の成果物と、それと対照的な、西洋人によって「発見された」非

西洋地域の「珍しいJI異文化」の展示であった。日本という「珍しいJI異

文化」に対する興味が、 Japonismという現象となったことはよく知られて

いる。

西洋文明取得の必要性を強く感じていた日本人は、すでに幕末から万博へ

の関わりを重視し、積極的に使節を派遣し、日本の物産を出品した。さらに、

海外の万博のシステムを国内に取り入れ、 1877年以降、内国博覧会を開催

していったことは吉見俊哉の論考に詳しい(吉見 1992)。万博参加の目的に

ついて政府が明確に述べている例として、吉見の論考では、 1872年 5月、

ウィーン万博3参加の目的に関する工部大丞・佐野常民 (1822・1902)の発言

が紹介されているO それによると、目的は 1)日本のすぐれた生産物を展示
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し、海外に知らせる、 2)西洋の物産や学芸、技術を看取、習得する、 3)日本

で博覧会を開催するための基礎を整える、 4)日本製品の海外輸出のきっかけ

をつかむ、 5)西洋の製品の原価、売価、需要供給の調査をし、貿易に活用す

る、の 5点であった(吉見 1992:117)。ここから浮かび上がるのは、西洋側

が日本に期待したものと、日本が西洋に発信しようとしたものとの間のズレ

である O すなわち、西洋側が非西洋地域に期待したのは、もっぱら、異なる

「珍しい文化」の出品であったのに対して、非西洋地域である日本側は、日

本がいかに優れた資源と技術を持ち合わせ、将来、西洋と同様の技術と生産

性を獲得しうる資質を備えた国であるか、ということを示すことに重点があっ

たのである O

ここで、万博の歴史を通観し、日本が関わった万博すべてを細かく考察す

る用意はないので差し控えるO 本論では、むしろ、西洋からの文化展示の期

待と日本側からの技術展示の希望のはざまにおける展示アイテムとしての音

楽資料に着目し、その内容と意義について考察するO 具体的には、 1884年 5

月、ロンドン衛生万博4に出品された音楽資料5をとりあげ、その内容、目的、

その後の影響について分析する。

1 .音楽というアイテム

音楽は、いうまでもなく、民族、地域の好みや特徴を色濃く反映した文化

表象の一形態である O しかし、形而上学的な色彩の強い文学や思想と異なり、

技術、工芸、音響学、心理学など、形而下学的、あるいは、実践的、自然科

学的要素をも含み持つ分野で、あるO そのため、音楽は、当該地域、民族の音

色の好みや旋律の美しさ、といった、芸術的、美的な特徴を示すことができ

るとともに、楽器製作のための工芸の技術や音律算定の理論等々、科学技術

の水準も同時に示すことができるのである O

しかし、ここに根本的な問題が一つある O 音楽そのものは時間芸術である

ために、鳴り響いた次の瞬間に消滅するO 現在のように録音技術がない時代

には、実際の演奏家を派遣しない限り、「音楽そのもの」を「展示する」こ
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とには大きな技術的問題があるo I見るJIまなざし」中心の博覧会で、音楽

の本質をよりよく理解させるためにはどのような展示が可能なのか。モノで

ない音楽をモノによって示すときに、どのようなことが可能なのか。そこで

は当然、展示物の選択と展示方法が重要となるO

次に、実際に明治 17(1884)年、音楽取調掛がロンドン万博に出品した品目

を考察してみよう O

2.ロンドン万国衛生博覧会に出展された音楽資料

音楽取調掛は、文部省下に明治 12(1879)年に設置された音楽のための

機関である o 東西の音楽研究、将来音楽を担う人材育成、諸学校に音楽を

普及させることを目的とした(伊津 1885/1971:5-8)。初代掛長は伊津修二

(1851幽1917)である。『東京雲術大学百年史音楽学校篇第一巻j(以下『百

年史」と略す)(東京塞術大学百年史編集委員会 1987)には、ロンドン万博

に出品された楽器と書類のリストが掲載されている。楽器については、購入

時の金額も付記されている O その一覧は表1の通りである O

また、これらの楽器と書類は、万博展示後にベルギーのブリュッセル王立

音楽院楽器博物館MuseeInstrumental du Conservatoire Royal de Musique de 

Bruxelles館長のマイヨン Victor-Char1esMAHILLON(1841・1924)の求めに応

じて同博物館に寄贈された。それらの資料は、現在、ブリュッセルの国立楽

器博物館Museedes instruments de musique(MIM)に所蔵されており、筆者

が2005年3月に調査した折、楽器は全点、書類も一部をのぞいて、主なも

のは現存していることが判明した。 MIM所蔵の実物調査によって、「百年史』

のリストだけではわからなかった出品物の詳細も明らかになったc

以下、出展品を分類し、その特徴について考察する。

2・1.楽器とその付属品

ロンドン万博後、ブリュッセル王立音楽院楽器博物館に所蔵されることと

なった日本の楽器は、博物館長のマイヨンによって整理された。マイヨンは
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表 1 ロンドン衛生万国博覧会 (1884)出展音楽資料

1. W東京華術大学百年史音楽学校篇第一巻.sp.189-190をもとに作成。
2.楽器の名称表記は『百年史』のとおり。掲載は順不同。

3. MIM (Musee des Instruments de Musique)欄に「不明」とあるものは、今回

のMIMの調査で発見できなかったもの。

4. MIM欄で、 Mがつくものはマイヨンのカタログ整理番号。

。楽器(付属品) 点数 価格 MIM 

雅楽鳳笠(袋) 1 28園 恥1736

雅楽筆築(宮、袋) 5国 恥1164

雅楽龍笛(笛、袋) 1 1 18園 M716 

雅楽品麗笛(宮、袋) M717 

雅楽神楽笛(宮、袋) 1 13園50銭 M718 

雅楽和琴(柱、絃) 1 18園 M766 

雅楽筆(柱、絃) 1 128園 恥1763

雅楽琵琶(接、絃) 1 120園 恥1783

俗楽琴(柱、絃) 1 125園 M764 

琴爪 1 130銭

俗楽ニ味線(水牛撮) 1 17園 M780 

俗楽胡弓と弓 7園50銭 M754 

駒 2銭5厘

俗楽尺八 1 12園 M714 

琴其外嚢 3 3園 不明

琵琶其外嚢 5 2園 不明

。唱歌楽譜等

小皐唱歌集初篇、ー篇 各 l -篇は不明

唱歌掛園初篇、続篇、第一篇 各 1 不明

。音楽理論書(日本語訳)

業典 D205 

音柴問答 D204 

音楽指南 D203 

。{専習生書寓類〈詳細 衰2参照) 2園 10銭

Appendix A Students W orks 1 ! C213 

Appendix B Students W orks 2 C212， C215 

Appendix C Japanese music Specimens G99 

Appendix D School music on koto C214 

。その他

取調掛撮影(写真) 1 2園 10銭 不明

額縁 5園 15銭 不明

雅俗楽器調音法解説園 8 1園20銭 不明

文部省音柴取調掛規則 不明

音楽取調掛成績申報書(英文〉 C308 
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博物館所蔵の世界各地の楽器を 4巻からなる大著『ブリュッセル王立音楽院

楽器博物館記述的・分析的楽器カタログ CatalogueDescr伊tif& Anaかtique

du Musee Instrumental du Conservatoire Royal de Musique de Bruxelles.]に

まとめたが、取調掛が出展した楽器は第2巻 (MAHILLON1909)と第3巻

(MAHILLON 1900)に記述されているO これらの楽器には、『百年史Jによ

ると「雅俗楽器調音法解説園Jが付いていたらしいが、今回の調査では見つ

からなかった。マイヨンは、日本の楽器を入手した後、取調掛長の伊津修二

に、次のような問い合わせの書簡を送り、「雅俗楽器調音法解説園」の解釈

で不明の部分や、言及がない部分について追加情報を求めているor百年史』
にはマイヨンの書簡の日本語訳(明治当時)の文面が掲載されている(東京

嚢術大学百年史編纂委員会 1987:190-191)が、漢文調でややわかりにくいの

で¥ここで、内容をわかりやすく要約して紹介するO

拝啓

兼ねて手嶋氏7よりもお知らせがあったと思いますが、貴下より私ども博

物館にご親切にもご贈与くださった楽器が、無事に到着いたしました。以来、

当館の来館者は多数にのぼっております。すぐにでもお礼状を差し上げるべ

きところですが、こちらの政府から公式の感謝の意を表すべく手続きをして

おりまして、このように遅れていますことを申し訳なく思っております。い

っとははっきり申し上げられませんが、近いうちに必ず実現いたします。も

とより、私は、政府がこの贈与に対してなんらかの返礼をするまでは、片時

も安心できませんO すでに政府においても、このすばらしい贈り物(楽器)

に対して、貴下、および手嶋氏にご返礼に及ぶべきことことを内定した、と

聞いております。

目下、私はご贈与くださった楽器の目録を編成しようとしており、たいへ

ん多忙にしております。ご親切にも楽器に添付くださった掛図によって楽器

について正しい略解を得ることができますが、残念ながら、六絃の和琴の調

弦については説明がないため、この調律の方法についてご教示をいただけれ
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ばたいへん幸いに存じます。また、俗筆についてもいくつか調弦があるよう

ですが、これについても説明がありませんO 俗筆の調弦は、以下のように 12

種類あることは承知しております。

平調子曙第一曙第二

雲井第一雲井第二半雲井

片雲井桜岩戸

半岩戸片岩戸雲井変

右の調弦は、どのようなものなのでしょうか。貴下のご著書(英文申報書8)

中でも拝見できますように、西洋における長短の旋法は、(雅楽の)巴と律

にあたると訳されているので、(俗筆の調弦は)それらとも異なるのではな

いか、と推察いたします。

筆についても、 7種類の調弦法があるということですが、これは雅楽用の

筆の調弦のようで¥(俗筆の)12種類の調弦とは名称が異なると理解できま

す。

琵琶の 6種類の調律は、楽筆の最初の 6種の調弦とまったく同じものと考

えます。また胡弓の 2つの調弦も、三味線の最後の 2つの調弦と同じと理解

しております。まことに恐縮ですが、このような理解でよろしいのか、ご教

示いただければ幸甚でございます。

日本の楽譜の記譜法に関する英語またはドイツ語文献がございましたら、

私までお送りいただくことができましたら有り難く存じます。費用はすぐに

お支払いいたします。私の友人で、中国・清国の税関に勤務しておりますバ

ンオールストという者が著わした書を一読しましたが、これは「支那音楽」

と題したものです 90 もし興味がおありの場合は、横浜のケレーおよびワル

シ商社 10にて扱っております。日本音楽についても、同様の書籍をすでに発

行のことと思います。「申報書」に、右のような書籍を加えれば、貴国の音

楽の大体を理解できるものと、お願いいたすところでございます。宜しくお

取り計らいくださいますよう、前もって、御礼申し上げます。当方でなにか

お役にたてることがありましたら、遠慮なくお申し出くださるようお願いい
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たします。なお、私からお願い申し上げたことは、貴下のご親友にお願いく

ださるよう重ねて懇願いたします。

手嶋氏もブリュッセルをご訪問され、面会できましたこと、たいへんうれ

しく思います。来年は、ロンドンにおいて万国音楽博覧会が開設されること

になりました。この機会に、欧州にて貴下にお目にかかれればたいへん幸せ

で、楽しみに熱望しております。

感謝の気持ちは書状では書き尽くせませんが、まずは取り急ぎ、謹んで御

礼申し上げます。

1885年2月 11日 ブリュッセルにおいて ヴィクトール・マイヨン

東京音楽取調所長伊漂修二殿

敬具

マイヨンのカタログの楽器解説は部分的にかなり詳しく、伊津からの追加情

報に基づいて、それらを執筆したと考えられる。以下、各楽器に関するマイ

ヨンの解説の要点を紹介するO

1)雅楽の楽器

笠Sho(ID736) 11 

各管が「千」から順に番号が振られ、その音高が五線譜で記されている o 9 

番目(也)と 16番目(毛)の管にはリードがない旨が注記されている。

筆集Hichi-riki(ID694) 

「古典音楽のダブルリード楽器の類い」という説明のあと、指孔の開閉図と

音高五線譜が表記されているO 解説には、日本の指孔図にもとづき音を実際

に(鳴らして)照合した旨が記してあるO

龍笛 Riu-teki(ID716) 

Riuはドラゴン、 tekiは笛、という語義解説の後、指孔の開閉図と音高五線

譜が表記されている O

高麗笛Koma-fouye(ID717) 
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Komaは高麗、 fouyeは笛、という語義解説の後、指孔の開閉図と音高五線

譜が表記されているO

神楽笛Kagoura-fouye(ID718) 

神楽は、神の儀式に用いる神聖な音楽で、神楽笛はその音楽で主として用い

られる、という解説がついているO 指孔の開閉図と音高五線譜が表記されて

いる。

和琴 Waggon(ID766) 

可動式の柱で調弦すると解説されている o 4種類の調弦法が五線譜で示され

ているO ただし、絃の番号は、現在宮内庁楽部などで用いるのと反対で、第

六絃から順次 1--6の番号が振られているO マイヨンの書簡によると、楽器

が出品された当初は「雅俗楽器調音法解説園」の中には和琴の調弦法の記述

が欠けていたらしく、後日、書簡の中で問い合わせている(前掲の通り)。

マイヨンの解説に、 4つの調弦がそれぞれどの音楽に用いられるかの表記は

見えないが、現行伝承と対照すると、第一の調弦は神楽、久米歌、第二の調

弦は大歌、第四の調弦は東遊で用いる調弦であるO 第三の調弦は、今日は用

いられない催馬楽和琴(呂〉の調弦で興味深い。

マイヨンの記述調弦 調弦が使用されるジャンル

sol-rふla-mI-sI eす b-d-a-d' 神楽、久米歌

la-mI-si-fa#-ut# 僻-a-c#-e-b-e'大歌

sol・吋-la-IEli-si d44-b-g'-g' 催馬楽(呂)

la開ml-sl司fa#-ut# a-e-a'-b-c#ー僻東遊

なお、この楽器は 2005年3月の調査時に、展示、公開されていた。

寧 Koto(ID763) 

義爪が俗筆と材質、大きさが異なることを述べ、 7種類の調弦を五線譜で示

しているO 伝統的な調弦名、調子名の表記は見えないかわりに、「レ呂旋d

rio-senJなどの分類がある O これは、旋法の主音と「律JI目」の別を指示
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すると考えられるo 7種類の調弦は次のように現行各調子の調弦法と対応す

ると思われる O

マイヨンの類記述に見える 調弦 一筆致する弦現在の
旋法の分 楽の調

ソ 日旋(sol-rふla-mi-si) d-e-I!-a-b-d'-e'-I!'-a'-b'-d" g-g-o-e開g-a-o-o'-e'-g田a田 双調調弦

レ 日旋(re-la-mi-si・fa#) d-d-a-b-d-e-fiが-a'-b'-d'幽e'ー研『ーa" 壱越調調弦

フ 律旋(re-la-mi-si-fa#) e'-a-b-d-e同僻ーかb働d-e'-f#'-a'-b' 黄鐘調調弦

、、
律旋(1a-mi・si-fa#-ut#) b-e-僻-a-b-c#-e'-f#'-a'-b'-c#'-e"-f#" 平調調弦、、

フ 呂旋(1a-mi-si-fa#-ut#) e'-a-b-c存-e-f#-a-b-c存-e'-f#'-a'-b' 水調調弦

シ律旋(mi-si・fa#ーut#-sol#)fi払b-c#-e-餅-g#ーb-c#'-e' -f#' -併にb'-c#" 盤渉調調弦

目旋(mi-si-fa#-ut#-sol#)b-e-餅ー計四b-c#イ-f#'-g#'-b'-c#'-e"・併"大食調調弦

また、このあと、日本には中国と同様の十二律があることとその名称、十

二律を得るために五度と四度を交互に得て行く方法(三分損益)があること、

さらに、七音音階に宮、商、角、徴、羽、変徴、変宮(または嬰商、嬰羽)

の階名があり、「律JI目」の二種類があることを述べているo I日」は三分

損益ではじめに得られる(宮調の)音階 CF-g-a-b-c-d-e-f)、「律」は羽調の

音階 CD-e-fすかb-c-d)の特徴を持つことが解説されている O しかし、日本

では実際には二つの七音音階 diapasonは、変徴、変宮、または嬰商、嬰羽

を除いた五音音階pentaphoneになっているとも述べているO

琵琶 Biwa(ID783) 

洋梨の形(ただし平たい)胴を持つ四絃楽器であること、樟がほぼ直角に後

方に折れ曲がっていること、フレットが四つあるなど、構造上の特徴の解説

があった後、 6つの調弦法とフレットが作り出す音高の五線譜があるO 上記

の筆の解説と同様、伝統的な調弦名、調子名の表記は見えないかわりに、

「レ 目旋」などの分類がある o 6種類の調弦は、各々次のような調子の調

弦法と対応すると思われる。
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マイヨンの記述に見える
旋法の分類

レ目旋 (re-la-mi-si-fa存)

律旋(la-mi・SI・fa#-u出)

ソ目旋(soトre・la-mi-si)

ラ律旋(re-la-mi-si・fa#)

調弦 一致する現在の楽琵琶の調弦

a-d-e-ぜ 壱越調調弦

e-b-e'イ 平調調弦

g-a-d-e* 双調調弦

b-c-

ラ 呂旋(la咽 i-si-fa#-utが) a-b-e-a' 水調調弦

シ律旋(mi-si-fa#-ut内 01存) f#-b-e-a' 盤渉調調弦

*正しくは g-a-d-g'(訳者注) 林正しくは a・c-e-a'(訳者注)

なお、マイヨンは前掲書簡の中で、琵琶の調弦6種と、筆の調弦6種(ミ

呂旋、すなわち大食調調弦を除く)を同じと解釈してよいか、と尋ねている

が、これはより正確に言うなら、 Ien re rio-sen (rふla-mi-si-fa#)J ・・・等

の「旋法」において同ーかどうかを尋ねている、と解釈できょう O このこと

から、当初、楽器に添付されていた「雅俗楽器調音法解説園」には、それぞ

れの調弦について Ien re rio-sen (rふla-mi-si・fa存)Jのような音階構成音のみ

の解説が掲載されていたのかもしれない。調弦を詳しく示した五線譜は、マ

イヨンの書簡に対する答えとして、後に和琴の調弦法等とともに送付された

可能性があるO

2)俗楽の楽器

琴(ママ)Koto (ID764) 

マイヨンのカタログでは、楽筆(ID763)の次に掲載されているO 構造は楽

筆に近いが、爪が象牙で異なる、と述べている。前掲書簡中に言及されてい

る12種類の調弦名と調弦の五線譜、音階分類が示されている。



平調子 d-すa-的.ゐb~-寸d幽eり~-g'-aにb~'に-dにe ~'ず

曙第一 d圃すa-叫-七b~ -d-e-g'イ-b ~ ，に-d'イず-a" (si ~ -[抑白.叫叫u国叫t]-s剖s叩01-吋 -la-m叫iり) 

曙第二 dι-すg-a-bω~ -d-e-手旬ωa'-b 川~ ，に-d'-e'ピ'ずイ (si~ -白・[凶]-sol-re・la-mi) 

雲井第一 dすa~ -c-d-e ~同g'-a ~ '-c'-d'-e ~ ，ず-a~ " (la ~ -mi ~ -[ si ~ -叫-ut-sol-re) 

雲井第二 dすa~ -c-d-e ~・6・a ~ '-c'-d'-e ~ '-g"-a" 

dすかc・d-e~ザイ・ c'-d'-e ~ '-g"-a" 

d-g-a-b ~ -d-e ~ず-a ~ ，・ c'-d'-e~ ，ず

(la ~ -mi ~ -[si ~ -fa]・ut-sol・re・la) 

(mi ~ -[si ~ -fa]-ut圃sol・la-re) 

(laトmi~ -si ~ -[fa]引t-sol-rふla)

半雲井

片雲井

桜 d-g-a ~ -c-d・eb -gLa bL cLdLe b Lg"-c"(la b -mi b -[si b -白]-ut-sol-re) 

岩戸 c・g-a~ -c-d ~ -f-g'-a ~ '-c'-d ~ '-fず-c" (re ~ -la ~ [mi ~ -si ~ ]-fa叫-sol)

半岩戸 dt-a b+d4gLa bf.c'd-f-gvf (la ~ -[ mi ~ -si ~ ]-fa-ut-sol-rふla)

片岩戸 d圃すaυ~ -c-d ωb圃ι勾gぎ'-aυ~ '-イc'に-d'に-e~ "にに幽ず.

雲井変 d-すaυ~ -c-dι-e けbず-a~ '-ぺc'-刈dぽ'-e吋~，ず-a"(la ~ -mi ~ト川圃fヤ判[8似s幻ωi~ -イ品f晶叫a]-ut-8剖叫O叫l開 r吋e-l品la同a司) 
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これらの五線譜は、書簡の求めに応じて、後に伊津が送ってきたものと考え

られる。マイヨンは脚注の中で、俗筆の音階について、楽筆の律、呂音階ほ

ど規則的でなく、ディアトニックとクロマティックの混合、と述べている。

三味線Siamisen(ID780) 

俗楽の楽器。本調子 (dす d')、二上り (d-a-d')、三下り (dす c)にあたる三

種類の調弦と勘所によって作り出される音階が五線譜で示されている。

胡弓 Kokiu(ID754) 

二上り (d-a-d')、三下り (d-g-c)にあたる二種類の調弦と勘所によって作り

出される音階が五線譜で示されているO 時折、西洋のヴァイオリンと同じよ

うに調弦する、と紹介している。

尺八 Siaku・hachiCID714) 

竹の上部に斜めに切り込んだ吹き口、下唇をかぶせる奏法、指孔を半分また

は四分のー閉じる運指法などが珍しかったらしく、かなりの紙面を割いて詳

しく解説しているO また、息を強く吹くとーオクターヴ上の倍音が出るとも

書いている。
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なお、 MIMは、音楽取調掛出展品のほか、かなりの点数の日本楽器を所

有している。しかし、楽器を収納していた袋類や、コマ、パチ、柱の類いは

いくつかすでに失われているO また、三味線の皮、絃などは、破断している

ものが多い。

2・2.唱歌楽譜等

『小皐唱歌集』初篇

「百年史』掲載の、音楽取調掛出品リストによると、上記楽器とともに『小

撃唱歌集』初篇と第二篇が出展されたことになっているが、今回MIMで所

在が確認できたのは、『小撃唱歌集』初篇(明治 14年 11月刊行)だけであっ

た。また、唱歌の楽譜とともに「唱歌掛園」も初篇、続篇、第二篇の計3綴

出品されたはずだが、同じく確認できなかった。

なお、 MIMではこの他、明治21(1888)年、東京音楽学校が発行した『筆

曲集J12や、「国民唱歌集J(伊津修二校閥、小山作之助編纂、 1891年、共益

商社)、『唱歌翠錦第一J(奥好義撰、 1889年、共益商社)なども所蔵して

いる O

2・3.音楽理論書(日本語訳)

『百年史』音楽取調掛出品リスト掲載の『楽典Jr音楽問答Jr音楽指南』

は、三点とも MIMの所蔵が確認できた。これらの音楽書はいずれも原著が

あり、文部省によって邦訳、出版された。 MIM所蔵のこれらの書籍には、

原著書名、著者名とおそらく音楽取調掛で惇習生の教習時に使用したと思わ

れるグループやクラス分けの番号が手書きで書かれている。

『楽典J(明治 16年7月印行)神津専三郎訳

Group 61 Class 561 nO.2021 Callcott's Grammar of Music 

『音楽問答J(明治 16年7月印行)瀧村小太郎訳

Group 61 Class 561 no.201l Yousse's Catechism of Music 
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『音楽指南Jl(明治 17年4月印行)内田嬬一訳

Group 6/ Class 56/ no.200/ Meason's (ママ)NationalMusic Reader 

2・4.侍習生書寓類

今回の調査で予想外の発見だったのは、「侍習生書罵類」であるor侍習生
書寓類」は具体的には、次のような 5冊の綴じられた書類で、内容的には停

習生すなわち、音楽取調掛で勉強している学生の西洋音楽の和声課題などの

実習楽譜と、日本の伝統音楽の五線訳譜、および、唱歌の数曲を筆で学習す

る際の五線楽譜である O いずれも、肉筆である O

Appendix A Students Works c1冊)C213 

幸田延(こうだ・のぷ)、遠山甲子(とおやま・きね)、森富(もり・とみ)、

市川道(いちかわ・みち)、木都作(きむら・さく)、小木友(こぎ・とも)

らが五線譜上に書き写した、短い旋律(単旋律または二声)や四声体和声の

実習帳であるO 実習帳には曲名は書かれていないが、『小学唱歌集」と対照

させたところ、旋律を同定することができた。伝習生の名前は、五線譜末尾

に「幸田のぷJr森とみ」のように、名字は漢字、名前はひらがなで表記さ
れているO 詳しくは 15ページ、表2、AppendixAを参照されたいD

Appendix B Students Works (2冊)C212， C215 

C215は、和声の実習帳で、四声体の音符の下に I、IV、Vなどの和声記号

が書かれているO 書写者の氏名は、 rs.KoyamaJのようにすべてアルファ
ベットで表記されているO 書写者の氏名は、次の通り O 同定できない人物も

いるが、後年、唱歌の作曲等で名をなす小山作之助 (1863-1913)、比留間賢

八 (1867-1936)、納所耕次郎 (1865・1936)などが含まれている O

s. Koyama 小山作之助(こやま・さくのすけ)(明治20年卒業)

K. Hiruma 

T. Fukasawa 

比留間賢八(ひるま・けんぱち)(明治20年卒業)

深津登代吉(ふかさわ・とよきち)(明治20年卒業)
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M. Megata 

K. Shirai 

B. Noshio 

S. Yamamoto 

C. Matsumoto 

K. Kurachi 

S. Iwanami 

K. Uchida 

目賀田万世吉(めがた・まよきち)

白井規矩郎(しらい・きくお)(明治20年卒業)

納所耕次郎(のうしょ・べんじろう)(明治20年卒業)

山本生(やまもと・しょう)(明治20年卒業)

松本長(まつもと・ちょう)(明治20年卒業)

倉知甲子太郎(くらち・かしたろう)(明治20年卒業)

岩波茂雄(いわなみ・しげお)

内田粂太郎(うちだ・くめたろう)(明治20年卒業)

C212は、唱歌くOmoiizureba(思い出づれば)>、 くHotaru(蛍)> <Su 

mera Mikuni (皇御国)> <Utsukushiki (うつくしき)>の写譜である O

Appendix Aも含め、ほとんどの唱歌は『小学唱歌集』の旋律をそのまま書

き写しているが、 く思い出づれば〉だけは、『小学唱歌集』の原曲(単旋律、

G dur、3/4拍子)から、四声体 (Bd町， 6/8拍子)に編曲されている。表2、

Appendix B(C215， 212)を参照。

Appendix C Specimens 01 Several Japαnese Music (1冊)G99 (五線譜ス

コア)

日本の伝統音楽の代表的な楽曲を紹介する目的の五線譜と思われる。次の

ように、曲名表記はすべてアルファベットで、楽譜は五線譜である O 曲名を

日本語に訳すと( )内のようになろう O

Classical Music (古典音楽(雅楽))

Somakusha (蘇莫者)

Yetenraku (越天楽)

Koto Music (筆の音楽)

Fuki (富貴)

Rokudan (六段)
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表2 ロンドン衛生万国博覧会 (1884)出典「樽習生書罵類J(MIM所蔵)

書写者 内 唯円相卦 出 典

幸田のぷ 単声唱歌の書写 小学唱歌集初編第 27 富士山

遠山きね 単声唱歌の書写 小学唱歌集初編第27 富士山

森とみ 単声唱歌の書写 小学唱歌集初編第48 太平の曲

市川みち 単声唱歌の書写 小学唱歌集初編第27 富士山

木郁さく 単声唱歌の書写 小学唱歌集第一編第 48 太平の曲

小木とも 単声唱歌の書写 小学唱歌集第一編第 48 太平の曲

遠山きね 一声唱歌の書写 小学唱歌集第ニ編第 78 菊

幸田のぷ 一声唱歌の書写 小学唱歌集第二編第 78 菊

森とみ 一声唱歌の書写 小学唱歌集第二編第 75 春の野

市川みち 一声唱歌の書写 小学唱歌集第二編第 78 菊

木郁さく 一声唱歌の書写 小学唱歌集第二編第 75 春の野

小木とも 一声唱歌の書写 小学唱歌集第二編第 75 春の野

遠山きね 四声体和声 F dur， g moll， D dur 
幸四のぷ 四声体和声 c mill， d moll， a moll 

森とみ 四声体和声 C dur， d moll， a moll 

市川みち 四声体和声 A dur， h moll， C dur 
木郁さく 四声体和声 C dur， d moll， a moll 

小木とも 四声体和声 C dur， d moll， a moll 

Appexndix B (C215) 

小山作之助 四声体和声 C dur， B dur， a moll 

比留間賢八 四声体和声 C dur， B dur， a moll 

深津登代吉 四声体和声 C dur， B dur， a moll 
目賀田万世吉 四声体和声 C dur， B dur， a moll 

白井規矩郎 四声体和声 C dur， B dur， a moll 

納所耕次郎 四声体和声 G dur， D dur， a moll 

山本生 四声体和声 G dur， D dur， a moll 

松本長 四声体和声 G dur， D dur， a moll 

倉知甲子太郎 四声体和声 G dur， D dur， a moll 

岩波茂雄 四声体和声 G dur， D dur， a moll 

Appexndix B (C212) 

小山作之助 四声体編曲唱歌の書写 小学唱歌集初編第24 思い出づれば

比留間賢八 四声体編曲唱歌の書写 小学唱歌集初編第 24 思い出づれば

納所耕次郎 単声唱歌の書写 小学唱歌集初編第20 蛍

内田粂太郎 単声唱歌の書写 小学唱歌集第一編第 44 皇御国

山本生 単声唱歌の書写 小学唱歌集初編第 18 うつくしき

松本長 単声唱歌の書写 小学唱歌集初編第 20 蛍

目賀田万世吉 四声体編曲唱歌の書写 小学唱歌集初編第 24 思い出づれば

深津登代吉 四声体編曲唱歌の書写 小学唱歌集初編第24 思い出づれば

倉知甲子太郎 単声唱歌の書写 小学唱歌集初編第 18 うつくしき

白井規矩郎 単声唱歌の書写 小学唱歌集第一編第 44 皇御国

岩波茂雄 単声唱歌の書写 小学唱歌集第一編第 44 皇御国



16 

Nagauta Music (Siamisen) (長唄/三味線)

Murak:umo (Y oi yamachi) (群雲/宵や待ち=明の鐘)

雅楽の楽譜は、龍笛、筆集、笠、筆、琵琶の五つの楽器のスコアになってい

るが、~のパートは和音ではなく、単音で示されている O 雅楽以外のジャン

ルの楽譜は、いずれも単旋律で表記されている O 明治40(1907)から、音

楽取調掛の後身である東京音楽学校の邦楽調査掛で行われた諸ジャンルの採

譜 13に比べると、かなり簡略なものとなっている。

Appendix D School Music ωpZのほdon koto (1冊)C214 

短い二声体の楽曲の五線譜が49曲ほど掲載されている(歌詞はない)。楽

曲は『小学唱歌集』の旋律、第ーから第四九であるが、第一~四七までは

『小学唱歌集』掲載の単旋律の下部にパス声部をつけた二声体に編曲してあ

るO 第四八(太平の曲)のみ、 3面の挙用に 3つの楽譜が掲載されている O

おのおの、二声、あるいは和音っきで、 3者で合奏するための編曲と考えら

れるO 第四九旋律のみ、『小学唱歌集』の旋律がそのまま書き写されているO

2・5.その他

『百年史」の音楽取調掛出品リストでは、「取調掛撮影J(写真と額縁)、

「取調掛規則」も出展されたはずだが、 MIMでは所蔵を確認できなかった。

前者は額縁入りの取調掛の建物外観の写真と推測される。後者は『音楽取調

掛成績申報書Jl(以下、「申報書」と略)ー音楽唱歌教則編成の事」中に見え

る「文部省音楽取調掛規則」のことと思われる。

『申報書Jl14は正式には『音楽取調成績申報書』といい、明治 17年 (1884)

年に刊行された。明治 12年以来の音楽取調掛の活動成果を報告したもので

ある。山住によれば、日本語版の完成後、ただちに『申報書」の英文(抜粋)

が作成された(山住 1971:350・35I)or申報書Jの英文抄訳Extractsfrom the 
R々port01 S. Isαwaは、 MIMの所蔵を確認できた。 MIMの所蔵Extractsjシom
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the Report 01 s. Isawaは手書きのコピーであるo 内容は以下の通りであるO

( )内に日本語版の該当する可能性の高い箇所を示しておいた。このうち、

History of the InstituteとSchoolMusicを除く全文が『百年史』に掲載され

ている(東京雲術大学百年史編集委員会 1987:167・188)ので参照されたい。

History of the Institute (1創置処務概略」から取調掛の沿革に関する部分)

Researches on Oriental and European Music (1諸種ノ楽曲取調ノ事/内外音

律ノ異同研究ノ事J)

Japanese Scale (1本邦音階ノ事J)

Simi1arity between the Ancient Greek Music and the Present Japanese Music-

Hymn to Apollo (1希1騒音律ノ事、希臓古楽「アポロ」讃歌発見ノ事J)

School Music 

Music Charts， Readers， and Guide Books for Teachers (1唱歌集及ビ楽

譜掛園出版ノ事/音楽書類刊行ノ事J)

Musical Instruments (1楽器試製改造及ビ模造ノ事)

Present State of Musical Instruction (1音楽唱歌伝習ノ事J)

Course of Study for the Special Students Attached to the Institute (1音

楽唱歌教則編成ノ事」中「偉習生修業学科細目J)

Orchestral Music (1創置処務概略」中の「高等音楽」の部分)

Appendix 

Out1ines of the History of Japanese Music (1音楽沿革大綱」の後半、日

本音楽史の部分)

Improvements of Popular Music (1俗楽改良ノ事J)

Specimens of Japanese Koto Music 

このうち、マイヨンらの興味を特にヲ|いたのは、前掲、マイヨンの書簡か

らも知られるとおり、 Researcheson Oriental and European Music (諸種ノ

楽曲取調ノ事)や JapaneseScale (本邦音階ノ事)など、おもに日本の伝統
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音楽の音律、楽器の調弦、調律に関する部分であった。

3.展示品の目的

以上、 1884年ロンドン万博に音楽取調掛が出展した日本の音楽資料を概

観したが、これらの品目が選ばれた理由、あるいは展示品に込められた目的

は、大きく二つあるように思われるO 第一は、日本の伝統的音楽を紹介する

こと、第二は、日本における西洋音楽の習得状況を披漉すること、であるO

1884年は、明治 12(1879)年から活動を続けてきた音楽取調掛が、その活

動と研究成果の報告として『申報書』を完成した年であり、ロンドン万博へ

の出品は、この「申報書』の成果や理念を色濃く反映しているO

第一の目的のために出展されたと考えられるのは、 2-1.で示した楽器類と

2・4.の楽譜 AppendixC Specimens of Several .lIψanese Music、および2・5.

『申報書~ (英文)であるO 冒頭で述べたように、録音技術を持たない時代の

音楽の展示には大きな制約があるが、それを楽器という音を出す道具と、楽

譜という視覚化された記号によって展示しようとしたのであるO その際の

「楽譜Jとは、いうまでもなく、西洋の「普遍的」言語である五線譜である 150

楽器にはさらに演奏法、調律・調弦法、音律、音階の解説をつけることによっ

て、より詳しく、音楽のイメージを喚起する努力をしている。

ロンドン万博の展示楽器は、日本の伝統音楽の雅俗の代表的なものが選ば

れているO 雅楽・俗楽の区別は、いうまでもなく古代中国からもたられされ

た音楽の分類法である。日本においても古代から近代にいたるまで、この区

別が折に触れて言及されてきた。明治時代における伝統的音楽の区分では、

宮廷の(それゆえに天皇儀礼に直結した)音楽である雅楽がひとり高尚な

(古典芸術)音楽とされ、それ以外の、主として江戸時代に成立し、庶民に

享受された(それゆえにもっともポピュラーな)筆、三味線、尺八などのジャ

ンルは一括して俗楽に分類された8 申報書』には、音楽取調掛で「取調J(= 

調査・研究)を要する対象ジャンルとして、本邦の部は「雅楽JI俗楽」、外

国の部は「西洋楽JI清楽」があがっている(伊津 188411971:21)。
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ロンドン万博出展楽器において、雅楽器の点数はとりわけ多い。これには、

上記のように、雅楽が芸術的に最も高尚なミカドの音楽である、という理由

があると思われるが、もともと音楽の様式自体が多種類楽器の器楽合奏であ

り、それぞれの楽器が精巧な作りであること、さらに美術・工芸的にも見栄

えがする楽器やその付属品が歴史的に数多く製作されてきた、という事情が

あろう O 実際、出展された楽器は、~の鞄、筆、和琴の胴の蒔絵、象眼、竜

笛、高麗笛の収納筒の漆など、豪華な工芸技術を凝らしたものが少なくない。

俗楽の楽器としては、江戸時代に発展し、明治時代にも、庶民の間でもっ

とも親しまれていた筆、三味線、胡弓、尺八が出品されているO

選択楽器と対応するように、 AppendixC， Specimens 01 Several Japanese 

Musicでは、雅楽の唐楽からく蘇莫者> C盤渉調)とく越天楽> C平調)、

筆の音楽としてく富貴〉とく六段〉、長唄三味線からメリヤスもののく群雲

(宵や待ち/明の鐘)>が選ばれている O

調律、調弦、音律、音階のシステムについては、マイヨンの書簡によれば、

一緒に贈られた「雅俗楽器調音法解説園」や『申報書』英文が、その理解に

貢献した。また、それだけでは足りない部分については、前述の通り、伊津

がマイヨンの求めに応じて後に送ったと思われる追加情報が役にたっているO

これらの情報は、西洋と異なるものの、旋法や調弦法について日本人は一貫

したシステムを持ち、それを研究・説明し、さらに音楽は五線譜に、文章は

英語に翻訳する能力まで持ち合わせていることの照査として機能したと考え

られる O

第二の目的のために出品されたのが、 2・2.唱歌と唱歌掛図、 2-3.西洋の音

楽理論書の翻訳、および 2-4.の音楽取調掛伝習生の和声実習帳 CAppendix

A， B， D)である。

まず、 2・2.Ir小学唱歌集」と唱歌掛図は、歌を通して日本に西洋様式の音

楽を普及させるための、主として若年者向けの教材として作成された。 2-4.

Appendix Dの「筆による学校音楽(SchoolMusic as played on koto)Jは、

「小学唱歌集」をもとに、さらにそれを二声体などに編曲し、筆で演奏しな
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がら教習するためのものである。後者は、一見すると、あたかもピアノ教本

の「バイエル」のような様相を呈しているO これらの教材からわかることは、

おおよそ次の二点であろう O 第一に、唱歌集などの旋律、特に日本人作曲家

による旋律自体が、日本人の西洋音楽の語法の習得度を示すことができるO

また、単純なものから複雑なものへ、素朴なものからより高度な旋律や編曲

を配した教則本は、日本人の体系的、論理的な教材作成と運用能力を示すこ

とができる O 第二に、これらの教材を実際に用いた伝習生の実習帳

Appendix AとBは、伝習生たちの五線記譜法の習熟度、和声の理解度を示

すことができるO

このように、万博における「日本音楽」の展示は、視覚を通して聴覚芸術

を展示するという制約のもと、伝統的音楽の音律、音階システム、楽器の工

芸技術などを提示、説明するとともに、西洋音楽を体系的に習得する能力と

過程をひろく西洋社会に指し示す目的を内包していた。そして、その説明の

際には、五線譜や英語という西洋の「普遍的」言語が積極的に活用されたの

であるO

4.おわりにかえて~ヨーロッパにおけるその後の日本音楽研究

このような万博への音楽資料の出典は、その場限りの一方通行の「発信」

ではなかった。先に紹介したマイヨンの書簡は、日本からの発信に応えて、

さらなる情報を求めるものであった。また、すでに述べたように、ブリユツ

セルの MIMでは、 1884年万博後に出版された「筆曲集J(1888)や「唱歌

翠錦第一J(1889)、『国民唱歌集J(1891)なども所蔵しているO それらの

入手経路は必ずしも明らかではないがヘこのことは、その後もマイヨンが

日本との接触を保ち、書籍等情報を入手しようと努力し続けていたことを物

語っている O

また、音楽取調掛は、明治 18(1885)年、ロンドンで行われた発明品博

覧会にも音楽資料を出展した(東京雲術大学百年史編集委員会 1987:193-

197)。出展された楽器は 1884年と同様であったが、それらに加え、さらに
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管楽器や弦楽器の調律、調弦を示す音文、律管の類が多数出展された。これ

は、日本音楽や楽器の音律をより分かりやすい形で示すための工夫と考えら

れるO また、文献としては、「イ専習生書寓類」や「音楽問答』等の西洋理論

書の翻訳、唱歌掛図がなくなっている代わりに「雅俗楽譜Jr盲人教授用楽
譜表 附音符J17などが出品された。これらの楽器は音文類を除いて、博

覧会後にロンドンのサウスケンジントン博物館SouthKensington Museumに

寄贈されることになった。これらの楽器と資料に基づいて、日本音楽に関す

る研究を発展させたのが、民族音楽学者アレクサンダー・エリス Alexander

ELLIS (1814-1890) である O エリスが"Onthe Musical Scales of Various 

Nations" (諸民族の音階) (ELLIS 1885、エリス 1951)の中で、日本音楽の

音律について詳細な分析をすることが可能だったのも、こうした日本からの

楽器、音叉、音律論の説明などの資料が入手できたからこそであろう九

さて、 19世紀末のヨーロッパで、日本音楽に関する万博以外の情報源と

いうと、日本に滞在したヨーロッパ人による音楽の記述、報告があるO その

代表的なものが、 ドイツ人ミュラー BenjaminC. L. MULLER (1824-1893) 

と、イギリス人ピゴット FrancisT. PIGOTT (1852・1925)の論述であるO す

でに別稿で述べたように(寺内 2004)、両名はともに明治政府の御雇外国人

で、ミュラーは医者として、明治4-9(1871-1875)年まで日本に滞在し、東京

医学校で近代西洋医学を教えるとともに明治天皇の侍医を勤めた。一方ピゴッ

トは法律家として明治21(1888)年から 3年間滞在し、明治憲法制定に貢

献した。彼らの本業は音楽ではなかったが、音楽に対してすぐれた理解と教

養を持ち合わせており、日本滞在中に見聞きした日本音楽について、たくさ

んの貴重な証言を残している (MULLER1874，1875，1876， PIGOTT 1891， 

1892a九c，1893， 1893-1895、ピゴット 1975)。この二人は、滞在した時期も

異なり、記述の視点やスタイルも異なるが、こうした「実際に見聞きした人」

による報告は、極東の音楽の実態を伝える貴重な資料として評価された。

しかし、「見聞記」は「見聞記」であり、実際の音楽や楽器ではない。こ

れに比べ、万博に展示される楽器は、実物が目の前にあるということ、手に
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触れて演奏してみることができる点において、情報の質がより vividであっ

た、と言えよう O

しかし、それでもまだ、生の音楽ではない。万博の日本茶屋で接待するゲ

イシャや、ロンドンの日本人村のような場所で、いくらかは日本音楽の実演

に触れる機会があったとしても、まとまった舞台芸能として日本の音楽や芝

居・舞踊をヨーロッパ人が実見するのは、 1900年の川上音二郎と貞奴のパ

リ万博公演まで待たなければならなかった。パリ万博における川上劇団の公

演のヨーロッパに与えたインパクトは大きく、音楽については、ティエルソ

Julien TIERSOT (1857-1936)がLeMenestrel紙に楽譜付きの記事を掲載して

いる 190 その時、公演の合間に採録された録音が近年復刻された 200 川上劇

団はパリ万博の翌年、 1901年にはベルリンでも公演し、その合聞をぬって、

ベルリン大学の心理学研究所において、音楽や芝居のセリフの録音を行って

いる九そして、この時の録音や貞奴らへのインタビューをきっかけにして、

ホルンボステル ErichHORNBOSTEL (1877-1935)が日本音楽の音組織と音

楽に関する論文"S旬dienuber das Tonsystem und die Musik der Japaner"を執

筆するのである 22 (HORNBOSTEL; ABRAHAM 1903/1975)。

これらの論考によると、ヨーロッパの人々の興味は、もっぱら伝統的な音

楽のジャンル、楽器、音階に向けられていた。特に、音階・音律に関しては、

エリスの"Onthe Musical Scales of Various Nations"、ホルンボステルの

"S加dienuber das Tonsystem und die Musik der Japaner"という論文のタイト

ルが端的に示す通り、当時急速に発展しつつあった音響学と録音機器、音高

測定器の発明・進化を背景に、ヨーロッパと異なる音程、音高、音階をでき

るだけ「科学的に」測定・記述することに多大な精力が注がれた。当時、日

本がどれくらい西洋音楽に精通していたか、ということにはほとんど、関心が

ないばかりか、ホルンボステルは、ヨーロ yパ文化の拡散、今日でいえばグ

ローパル化、によって、ヨーロッパ以外の地域の独自性が失われつつあるこ

とを嘆いてさえいる(HORNBOSTEL;ABRAHAM 1903/1975: 67)。

もちろん、この「嘆き」は西洋の身勝手なオリエンタリズムであるが、日
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本の音楽文化はその後、この「嘆き」をよそに西洋化の一途をたどり、明治

政府がもくろんだ、西洋音楽の習得における日本人のすぐれた能力と芸術性

は、いかんなく発揮されることとなった。雅楽、能、歌舞伎、文楽などの日

本のいわゆる「伝統的」な音楽ジャンルは現存しているとはいえ、いまや、

日本の音楽文化のごく一部を構成するに過ぎない。それほど、現代の日本の

音楽文化は西洋音楽なしには語れない。「今、何が日本の音楽文化か?Jと

問われたら、私たちは、何を提示するのだろうか。

明治時代の万博おける音楽展示は、西洋からのオリエンタリズム的まなざ

しと「文明国」たろうとする日本の西洋的近代化を希求するベクトルの交差

する場として、日本の音楽の「近代化」の思想と表現を雄弁に物語る。それ

は同時に、マスメディアと交通手段の発達により、はるかに迅速に、複雑に、

さまざまな文化が行き来するグローパル社会へと変貌した現代社会において、

今一度、日本の音楽文化とは何かを考えさせる契機を提供しているように思

われるO
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注

1 ジャポニスムとの関連で、ロンドンの日本人村、川上音二郎・貞奴の海外公演な

どに関する論考はいくつかある(倉田 1994、2002、井上;寺内;渡辺2004)。欧

米語でも研究がいくつかあり、演劇の観点から川上音二郎・貞奴を論じたものに、

CHIBA 1992， SALZ 1993，音楽的な観点のものに GROOS1999， WATERS 1994 

などがある。

2 万博の歴史については吉田光邦の研究など参照(吉田 1985、1986)。

3 ウィーン万博自体は 1873年5月から 11月まで開催。
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4 ロンドン万博における日本の教育関係資料の展示については平田 2003参照のこと。

5 これより先、明治 11(1878)年にパリ万博に、式部寮雅楽課が雅楽の楽器、楽譜

等を出品している(塚原2005: 47)。また、音楽取調掛は、明治 17(1884)年 12

月のアメリカ、ニューオーリンズの綿百年期万博、明治 18(1885)年秋、ロンド

ン発明品博覧会へも楽器等を出品している(東京塞術大学百年史編集委員会 1987: 

191-197)。

6 明治20(1887)年に東京音楽学校となる。昭和24(1949)年に東京萎術大学音楽

学部となる。

7 マイヨンのカタログには、 Tegima，Directeur du Musee d'education de Tokioと紹

介されている (MAHILLON1909: 70)。東京教育博物館長の手嶋精ーのことと思

われる。手嶋の、ロンドン万博に関する活動、および近代日本の工業技術発達へ

の貢献、業績については三浦 1999を参照のこと。

8 伊津修二が編集・執筆(一部、神津専三郎と共著)した音楽取調掛の活動、研究

成果報告書で 1884年成立(後述)。

9 Van AALST， J. A. Chinese Music. Published by order of the Inspector General of 

Customs. Shanghai: Statistical Department of the Inspectorate General of Customs; 

London: P. S. King & Sons. Iv. 84pp. (China. Imperial Maritime Customs 2. Special 

series no.6(1884). 

10横浜、上海、香港、シンガポールなどに支庖を持っていた KELLY & W ALSH 

Limitedのことと思われる。

11 ( )内の番号は、マイヨンのカタログにある ID番号。

12初版と第二版の二部所蔵。

13邦楽調査掛の採譜については、寺内 2000，2001，2003を参照。

14日本語版全文は、「洋楽事始 音楽取調成績申報書j (東洋文庫 188) (伊津

188411971)を参照のこと。

15 r音楽取調成績申報書』の序の部分にあたるー創置処務概略」では、西洋五線譜を

「普通の楽譜」と呼んでいる(伊津 188411971:21)。日本音楽の五線譜化の問題に

ついては寺内 2003を参照。
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16 ~筆曲集~ (初版)は、 DUMOUTIERという人物が買い付け、横浜からプリュッセ

ルに送ったことがわかっている (DEKEYSER氏のご教示。 2005、3月21日)。

17明治政府は社会福祉政策の一環として、視覚障害者のための音楽院の創設を行っ

ている。「盲人教授用楽譜表 附音符」の出品は、日本におけるこのような社会

福祉の進展度を示すためのもの、と考えられるO

18万博出品とは別に、音楽取調掛からエリスに音文類が寄贈されていること、それ

に対するエリスからの書簡などについて、『百年史』を参照のこと(東京事術大学

百年史編集委員会 1987:194・197)。

19記事の全訳は、井上2004を参照のこと。

20 ~更生るオッペケペー~ (都家歌六ほか 1997) この録音を紹介した欧米語論文に

MILLER 1998 fJまある。

21その一部が最近CDに復刻された (SIMON;ZIEGLER; FRITSCH2003)、この録音

の内容を詳しく分析したものが、井上、寺内、渡辺2004.

22全訳は寺内2004:90-126を参照。
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